
<ほとけ〉の言葉は伝わるか

天
長
年
間
（
八
二
四
～
八
三
四
）
淳
和
天
皇
の
勅
に
応
じ
る
か
た
ち
で
、

三
論
・
法
相
・
華
厳
・
律
・
天
台
・
真
言
の
六
宗
が
各
々
の
教
理
の
概
要

を
奉
っ
た
（
天
長
勅
撰
六
本
宗
書
）
。
こ
の
事
業
は
、
淳
和
の
父
・
桓
武

に
よ
っ
て
発
せ
ら
れ
た
延
暦
二
十
五
年
（
八
○
六
）
の
天
台
宗
開
宗
勅
許

に
端
を
発
す
る
護
国
体
制
形
成
の
完
了
を
象
徴
す
る
で
き
ご
と
で
あ
っ

た
。
各
宗
派
は
「
現
状
の
い
か
ん
に
関
係
な
く
、
認
識
し
て
い
る
全
宗
派

に
対
し
て
自
宗
の
教
理
的
優
位
を
確
信
す
る
、
教
理
理
念
上
の
セ
ク
ト
意

亙識
」
を
有
す
る
よ
う
に
な
り
、
南
都
六
宗
に
濃
厚
だ
っ
た
〈
学
問
集
団
〉

的
性
格
は
影
を
潜
め
る
に
至
る
。

小
稿
で
は
、
数
あ
る
天
長
六
本
宗
書
の
中
よ
り
、
法
相
宗
か
ら
提
出
さ

れ
た
『
大
乗
法
相
研
神
章
（
以
下
「
研
神
章
』
こ
に
注
目
す
る
。

「
研
神
章
』
の
著
者
・
護
命
（
七
五
○
～
八
三
四
）
は
弘
仁
七
年
（
八
一
六
）

に
大
僧
都
に
就
任
、
大
乗
菩
薩
戒
独
立
を
主
張
す
る
最
澄
と
対
立
し
た
。

嵯
峨
天
皇
に
よ
る
独
立
承
認
後
に
自
ら
の
責
を
負
っ
て
か
一
旦
は
隠
居
す

る
も
の
の
、
天
長
四
年
（
八
二
七
）
に
は
淳
和
天
皇
の
命
に
よ
り
僧
正
に

就
任
し
た
。
「
研
神
章
」
は
若
～
壮
年
期
を
南
都
で
過
ご
し
、
功
成
り
名

八
ほ
と
け
Ｖ
の
言
葉
は
伝
わ
る
か

｜
は
じ
め
に
１
１
老
南
都
僧
・
護
命
に
お
け
る
三
国
観
の
黎
明
１
１

特
集
・
〈
音
〉
を
書
く

を
遂
げ
「
年
歯
八
十
、
形
神
衰
毫
」
（
同
書
）
と
い
う
境
遇
に
あ
っ
た
老

僧
が
、
中
国
新
来
の
天
台
・
真
言
両
宗
に
よ
っ
て
大
変
革
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
平
安
護
国
体
制
へ
と
適
応
し
た
結
果
を
知
る
好
個
の
史
料
と
い
え

る。護
命
は
「
研
神
章
』
冒
頭
で
、
淳
和
の
「
勅
旨
」
に
応
じ
「
謹
ん
で
世

た
て
ま
つ

界
問
答
五
巻
を
上
り
顕
し
、
名
づ
け
て
大
乗
法
相
研
神
章
と
日
ふ
」
（
巻

一
・
序
文
）
と
述
べ
る
。
こ
こ
に
は
、
法
相
宗
の
正
統
性
は
仏
教
東
漸
に

基
づ
く
地
理
認
識
、
す
な
わ
ち
イ
ン
ド
ー
中
国
ｌ
日
本
の
三
国
観
を
前
提

と
し
て
初
め
て
成
立
す
る
と
い
う
認
識
を
窺
い
得
る
が
、
そ
の
教
学
的
根

拠
を
端
的
に
示
す
の
が
、
次
の
よ
う
な
言
及
で
あ
る
。

（ママ）

彼
印
度
堺
無
二
教
時
評
一
、
此
大
唐
界
異
レ
説
不
し
同
。
深
蜜
・
玲

伽
未
来
已
前
、
諸
師
任
し
意
各
述
二
異
説
一
。
明
文
已
レ
閥
後
学
無

し
拠
。
今
者
依
二
瀝
深
蜜
・
玲
伽
一
、
述
二
教
時
会
一
藻
蜜
第
二
、
環

（２）

伽
七
十
二
巻
。
［
研
神
章
・
巻
三
・
略
顕
佛
教
時
会
門
］

こ
こ
に
は
「
教
時
」
、
す
な
わ
ち
仏
教
経
典
の
根
本
真
理
た
る
仏
道
修

行
の
究
極
目
標
の
確
立
を
目
的
と
し
て
、
釈
迦
の
成
道
か
ら
浬
藥
に
至
る

四
十
五
年
間
に
説
か
れ
た
（
と
さ
れ
る
）
多
数
の
大
小
乗
経
典
の
順
序
次

き
よ
う
そ
う
は
ん
じ
や
く

第
、
お
よ
び
そ
の
権
実
を
解
釈
す
る
〈
教
相
判
釈
〉
と
い
う
価
値
観
が

冨

樫

進
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
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示
さ
れ
る
。
仏
教
が
「
大
唐
」
に
将
来
さ
れ
る
に
及
び
、
「
諸
師
」
に
よ
っ

て
無
根
拠
の
教
時
が
乱
立
し
て
収
拾
の
つ
か
な
い
状
態
と
な
っ
た
。
し
か

げ
じ
ん
み
つ
き
ょ
う

ゆ
が

し
、
成
熟
し
た
内
容
を
も
つ
『
深
蜜
（
『
解
深
密
経
』
）
』
『
玲
伽
二
職
伽

し
じ
ろ
ん

師
地
論
』
）
』
の
将
来
に
よ
っ
て
「
後
学
の
拠
る
」
べ
き
教
時
の
叙
述
が
可

能
と
な
っ
た
Ｉ
い
ず
れ
も
玄
葵
に
よ
っ
て
中
国
に
将
来
・
漢
訳
さ
れ
た

、

、

、

、

上
述
の
二
害
が
法
相
宗
の
最
重
要
典
籍
で
あ
る
こ
と
は
改
め
て
述
べ
る
ま

で
も
な
い
が
、
こ
こ
で
は
三
国
観
に
基
づ
く
か
た
ち
で
「
印
度
」
が
釈
迦

説
法
の
地
（
Ⅱ
仏
教
発
祥
の
地
）
と
し
て
、
ま
た
「
大
唐
」
が
教
時
確
立

の
地
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
定
義
づ
け
の
為
さ
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。

そ
れ
で
は
、
「
研
神
章
』
に
お
い
て
「
日
本
」
は
い
か
な
る
定
義
づ
け
を

為
さ
れ
て
い
る
の
か
。

「
研
神
章
』
は
仏
教
的
世
界
観
に
基
づ
き
、
南
贈
部
洲
（
南
閻
浮
堤
）

し

や

ま

ら

に
隣
接
す
る
「
中
洲
」
の
「
遮
末
羅
洲
」
を
日
本
に
比
定
す
る
。
さ
ら
に

護
命
は
仏
教
信
仰
の
あ
り
方
と
い
う
観
点
か
ら
日
本
の
特
質
を
説
明
す
る

が
、
そ
こ
に
「
大
唐
」
を
相
対
化
す
る
眼
差
し
を
看
取
し
得
る
点
は
非
常

に
興
味
深
い
。

又
大
唐
等
国
多
有
二
道
士
一
、
欲
し
興
二
自
法
一
亦
誇
二
仏
法
一
・
信
不
二

具
足
一
・
然
我
日
本
聖
朝
都
無
二
此
類
一
・
傾
二
捨
国
封
一
建
二
立
諸
寺
一
、

多
度
二
僧
尼
一
・
兼
復
大
小
経
論
及
章
疏
等
、
多
分
皆
来
。
所
以
三

学
之
輩
年
年
不
し
少
、
四
部
之
徒
歳
歳
良
多
。
権
現
聖
人
和
し
光
垂

（３）

し
跡
、
感
応
士
人
同
し
塵
利
レ
生
也
。

［
研
神
章
・
巻
一
・
総
顕
三
界
差
別
門
］

こ
こ
で
護
命
は
、
多
く
の
道
士
に
よ
る
仏
法
誹
誇
や
そ
れ
に
伴
う
「
信

不
具
足
」
と
い
う
状
況
下
の
大
唐
と
対
比
す
る
か
た
ち
で
、
「
我
が
日
本

の
聖
朝
」
を
理
想
的
仏
教
国
家
と
し
て
賛
美
す
る
。
弘
仁
期
の
護
命
が
、

渡
唐
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
最
澄
の
主
張
を
「
た
だ
（
唐
④
冨
樫
補
記
）

す
な
は

辺
州
に
あ
り
て
即
便
ち
還
来
」
含
顕
戒
論
』
巻
中
）
し
た
に
過
ぎ
な
い
と

い
う
理
由
で
全
否
定
し
た
事
実
を
考
盧
す
る
と
、
右
の
記
述
か
ら
は
老
僧

護
命
が
対
処
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
〈
南
都
仏
教
〉
か
ら
〈
平
安
仏
教
〉

へ
の
大
変
革
の
痕
跡
を
見
出
せ
よ
う
。

日
本
独
自
の
教
相
判
釈
を
初
め
て
構
築
し
た
の
が
最
澄
・
空
海
の
両
名
で

（４）

あ
っ
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
教
相
判
釈
を
基
準
と
し
た
自
宗
優
越

の
主
張
は
平
安
期
の
護
国
体
制
に
相
応
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
各
宗
派
に
お

い
て
は
自
宗
優
越
の
根
拠
と
な
る
経
論
の
出
自
が
注
目
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
抽

象
的
な
存
在
に
過
ぎ
な
か
っ
た
「
印
度
」
に
対
す
る
眼
差
し
が
具
現
化
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
教
相
判
釈
の
〈
生
み
の
親
〉
に
し
て
南
都
仏

教
の
〈
手
本
〉
で
も
あ
っ
た
は
ず
の
「
大
唐
」
が
理
想
的
仏
教
国
家
の
地
位

か
ら
転
落
す
る
、
と
い
う
皮
肉
な
結
果
に
至
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

イ
ン
ド
仏
教
と
中
国
仏
教
と
の
間
に
横
た
わ
る
大
き
な
棚
嬬
は
、
す
で

に
玄
葵
（
六
○
二
～
六
六
四
）
義
浄
（
六
三
五
～
七
一
三
）
と
い
う
二
人

の
中
国
僧
に
よ
っ
て
意
識
さ
れ
て
い
た
。
渡
天
お
よ
び
梵
語
経
典
の
漢
訳

と
い
う
体
験
を
共
有
す
る
彼
ら
は
、
中
華
思
想
に
基
づ
く
唐
文
化
の
絶
対

的
優
位
を
確
信
す
る
一
方
で
、
異
言
語
間
に
お
け
る
伝
受
・
通
訳
の
際
に

不
可
避
的
に
発
生
す
る
〈
謬
〉
〈
誰
〉
の
結
果
、
中
国
僧
の
修
法
行
為
が

無
意
識
の
う
ち
に
釈
迦
の
教
え
と
背
反
し
得
る
こ
と
へ
の
深
刻
な
危
機
感

を
表
明
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
危
機
感
は
玄
葵
・
義
浄
両
名

の
「
特
殊
」
な
体
験
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
た
め
か
、
彼
ら
の
危
機
感

が
同
時
代
の
中
国
仏
教
界
、
及
び
中
国
仏
教
を
〈
手
本
〉
と
し
た
南
都
仏

（５）

教
界
に
顕
著
な
影
響
を
与
え
た
形
跡
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
日
本

の
仏
教
界
が
玄
葵
・
義
浄
の
抱
い
た
危
機
感
の
意
味
を
理
解
し
、
道
士
の

-５４-
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賊
雇
に
よ
っ
て
斜
陽
化
し
つ
つ
あ
っ
た
「
大
唐
」
仏
教
を
跳
び
越
え
る
か

た
ち
で
、
仏
教
発
祥
の
地
イ
ン
ド
へ
と
注
目
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
教
相

判
釈
と
い
う
価
値
基
準
の
彦
透
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
相
俟
っ
て
、

自
宗
の
正
統
性
の
拠
り
所
と
な
る
仏
教
発
祥
の
地
・
イ
ン
ド
の
言
語
で
あ

し
っ
た
ん

る
悉
曇
（
梵
語
）
へ
の
関
心
も
惹
起
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『
研
神
章
」
に
お
い
て
、
言
語
的
側
面
か
ら
イ
ン
ド
と
中
国
（
お
よ
び

日
本
）
に
つ
い
て
言
及
し
た
箇
所
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
護
命
と
同

レアくいつ

じ
法
相
宗
所
属
の
徳
一
に
よ
る
〈
意
訳
〉
の
試
み
（
後
述
）
の
例
を
ふ
ま

え
る
な
ら
ば
、
仏
教
思
想
の
普
遍
性
を
言
語
面
か
ら
追
究
せ
ん
と
す
る
意

識
を
護
命
が
有
し
て
い
た
と
し
て
も
、
決
し
て
不
思
議
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

ぱ
い
よ
う

現
存
最
古
の
貝
葉
梵
本
・
法
隆
寺
貝
葉
断
簡
を
は
じ
め
と
す
る
梵
語
経

典
は
奈
良
時
代
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
し
、
東
大
寺
盧
舎
那
仏
の
開
眼
供

ぼ
だ
い
せ
ん
な

養
の
導
師
を
務
め
た
菩
提
遷
那
（
七
○
四
～
七
六
○
）
は
イ
ン
ド
出
身
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
先
述
の
教
相
判
釈
概
念
と
と
も
に
悉
曇
学
が
日
本
へ

と
本
格
的
に
将
来
さ
れ
た
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
中
国
の
護
国
仏
教
を
金
科

玉
条
の
如
く
遵
守
し
て
い
た
南
都
僧
た
ち
は
、
そ
の
眼
差
し
を
イ
ン
ド
へ

向
け
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
「
研
神
章
」
と
時
を
同
じ
く
し
て
、

悉
曇
の
本
格
的
将
来
者
で
あ
る
空
海
（
七
七
四
～
八
三
五
）
が
『
秘
密
曼

茶
羅
十
住
心
論
』
を
淳
和
に
奏
上
し
た
と
い
う
事
実
は
象
徴
的
だ
ろ
う
。

一
見
す
る
と
無
節
操
に
も
見
え
る
護
命
の
中
国
理
解
の
変
遷
は
、
奈
良

仏
教
と
平
安
仏
教
と
の
間
に
横
た
わ
る
世
界
観
の
〈
断
絶
面
〉
の
み
ご
と

な
現
れ
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。

二
仏
教
的
小
宇
宙
と
し
て
の
こ
と
ば

１
１
出
世
間
の
陀
羅
尼
と
世
間
の
文
字
１
１

『
岩
波
仏
教
辞
典
』
に
よ
る
と
、
「
悉
曇
」
と
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語

凰
三
富
日
〈
成
就
し
た
も
の
〉
の
音
写
で
あ
り
、
一
般
に
は
グ
プ
タ
文
字

か
ら
派
生
し
た
シ
ッ
ダ
マ
ー
ト
リ
カ
ー
文
字
の
書
体
を
指
す
。
悉
曇
は
本

来
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
同
様
の
音
素
文
字
で
あ
り
、
個
々
の
文
字
が
単
独

で
意
味
を
も
つ
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
仏
教
発
生
以
前
の
段
階
に
て
梵
字

の
各
字
母
に
固
有
の
字
義
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

四
系
列
の
子
音
を
有
す
る
悉
曇
が
（
当
時
）
三
系
列
の
子
音
し
か
有
し

な
い
中
国
へ
と
将
来
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
悉
曇
の
発
音
を
精
密
に
再
現
し

よ
う
と
す
る
過
程
で
音
韻
に
対
す
る
自
覚
が
生
じ
、
中
国
語
を
音
素
に
分

は
ん
せ
つ

（６）

解
・
再
合
成
す
る
技
術
（
半
切
法
）
の
体
系
化
が
促
進
さ
れ
た
。
悉
曇
受

容
を
契
機
と
し
た
音
韻
へ
の
自
覚
は
日
本
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
。
悉

（７）

曇
の
母
音
体
系
（
字
門
）
が
五
十
音
の
成
立
に
影
響
を
与
え
た
例
は
広
く

知
ら
れ
て
い
る
が
、
近
年
で
は
悉
曇
の
発
音
記
号
を
必
要
と
し
た
寺
院
を

中
心
と
し
て
濁
点
・
半
濁
点
の
用
法
が
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
事
実

（Ｂ）

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
以
上
に
指
摘
し
た
よ
う
な
現
象
は
、
く
ほ
と
け
〉

の
言
葉
を
正
確
に
再
現
す
る
こ
と
へ
の
欲
求
に
起
因
す
る
も
の
と
見
な
さ

れ
よ
う
。
悉
曇
あ
る
い
は
そ
の
代
用
品
、
す
な
わ
ち
漢
字
を
用
い
た
悉
曇

音
の
音
写
に
よ
っ
て
く
ほ
と
け
〉
の
言
葉
を
再
現
し
よ
う
と
す
る
試
み
は

日
中
双
方
に
お
い
て
数
多
く
存
在
す
る
。
し
か
し
、
小
稿
で
は
紙
幅
の
都

合
上
、
空
海
・
最
澄
の
両
名
に
よ
る
く
ほ
と
け
〉
の
言
葉
の
ア
プ
ロ
ー
チ

の
事
例
を
概
観
す
る
の
み
に
と
ど
め
、
他
の
事
例
を
含
む
具
体
的
内
容
に

つ
い
て
は
別
に
詳
述
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

九
世
紀
初
頭
、
密
教
思
想
と
共
に
日
本
へ
と
本
格
的
に
も
た
ら
さ
れ
た

悉
曇
の
知
識
は
、
文
字
（
お
よ
び
そ
の
発
音
）
を
媒
介
と
す
る
か
た
ち

で
、
平
安
仏
教
界
に
お
け
る
世
界
観
拡
大
の
起
爆
剤
と
な
っ
た
。
日
本
真

- ５５ -
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言
宗
の
宗
祖
・
空
海
が
当
該
期
に
お
け
る
悉
曇
受
容
者
の
筆
頭
に
挙
げ
ら

れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
贄
言
を
要
し
ま
い
。
彼
は
延
暦
二
三
年
（
八
○
四
）
は
ん
に
ゃ

の
入
唐
後
、
唐
都
長
安
の
西
明
寺
に
お
い
て
北
イ
ン
ド
出
身
の
般
若
・

む

に

し

り

牟
尼
室
利
の
両
名
か
ら
悉
曇
お
よ
び
イ
ン
ド
の
宗
教
知
識
を
受
容
し
た
。

さ
ら
に
、
空
海
は
そ
の
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
仕
込
み
の
語
学
力
を
縦
横
に
駆
使

け
い
か

し
、
悉
曇
に
よ
る
密
教
宣
布
を
積
極
的
に
進
め
て
い
た
惠
果
（
七
四
六
～

八
○
五
）
に
入
門
し
、
毘
盧
遮
那
如
来
に
淵
源
を
も
つ
と
さ
れ
る
金
剛
界
．

胎
蔵
両
部
を
短
期
間
の
う
ち
に
体
得
す
る
。
恵
果
の
師
僧
、
す
な
わ
ち
空

ふ
〃
く
う

海
の
大
師
匠
に
相
当
す
る
不
空
（
七
○
五
～
七
七
四
）
は
一
三
歳
の
と
き

に
長
安
入
り
し
た
西
域
出
身
の
僧
で
あ
り
、
自
ら
渡
天
し
て
大
量
の
密
教

経
典
を
将
来
・
漢
訳
す
る
と
と
も
に
、
中
国
社
会
へ
の
密
教
定
着
に
尽
力

し
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
不
空
か
ら
恵
果
へ
と
至
る
金
剛
部
の
血
脈
は
、

粛
宗
・
代
宗
・
徳
宗
三
代
へ
の
灌
頂
師
と
し
て
の
資
格
と
い
う
意
味
を
も

（９）

っ
も
の
で
あ
っ
た
。
空
海
は
不
空
ｌ
恵
果
を
経
て
自
身
へ
と
至
る
真
言
密

教
の
血
脈
を
平
城
・
嵯
峨
（
・
淳
和
？
）
へ
の
灌
頂
師
た
る
地
位
の
拠
り

（旧）

所
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
で
、
平
安
期
の
護
国
体
制
下
に
お
け
る
真
言
宗

の
位
置
を
確
固
た
る
も
の
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
空
海
の
悉
曇
（
梵
字
）

観
を
端
的
に
表
明
す
る
の
が
、
弘
仁
五
年
（
八
一
四
）
嵯
峨
天
皇
に
提
出

さ
れ
た
「
梵
字
悉
曇
字
母
井
釈
義
」
の
以
下
の
文
で
あ
ろ
う
。

（ママ）

昔
、
後
漢
明
帝
、
夢
見
二
金
人
一
之
後
、
磨
騰
・
竺
蘭
等
、
以
二
此

梵本一、来伝二振旦一・字非二蒙隷一、語隔二梵漢一、弄レ玉難し信、

案
し
剣
夜
光
。
為
し
誘
二
童
蒙
一
、
随
し
方
翻
説
。
従
し
爾
已
還
、
相
承

翻
伝
。
然
梵
字
梵
語
、
於
二
一
字
一
声
含
二
元
量
義
一
・
改
日
二
唐
言
一
、

但
得
二
片
玉
一
、
三
隅
則
閾
。
．
：
（
中
略
）
．
：
是
故
、
伝
二
真
言
一
之
匠

（川）

不
空
三
蔵
等
、
教
二
授
密
蔵
真
言
一
、
悉
用
二
梵
字
一
・

［梵字悉曇字母丼釈義］

か
し
よ
う
ま

後
漢
の
明
帝
（
在
位
五
七
～
七
五
）
に
よ
る
金
人
感
応
と
迦
葉
摩

と
う
じ
く
ほ
う
ら
ん

騰
・
竺
法
蘭
両
名
の
悉
曇
経
典
将
来
に
よ
る
中
国
へ
の
仏
教
公
伝
を
皮
切

り
に
、
愚
者
を
仏
教
に
誘
う
目
的
で
漢
訳
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
悉
曇

に
は
一
字
の
う
ち
に
無
量
の
意
味
が
含
ま
れ
て
お
り
、
唐
の
言
語
に
翻
訳

す
る
と
そ
の
大
部
分
が
欠
落
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
真
言
の
大
家
・
不

空
一
門
は
悉
曇
の
み
で
密
教
経
典
に
含
ま
れ
た
真
言
を
教
授
し
た
、
と
空

海
は
い
う
。
悉
曇
は
発
音
や
音
の
長
短
に
関
わ
る
デ
リ
ケ
ー
ト
な
差
異
に

よ
っ
て
各
々
の
字
が
区
別
さ
れ
る
た
め
、
漢
字
音
に
よ
る
代
用
表
現
で
は

真
言
の
象
徴
す
る
至
上
の
境
地
を
体
得
し
え
な
い
こ
と
に
な
る
（
「
新
請

た
て
ま
つ

来
の
経
等
の
目
録
を
上
る
表
』
）
。
空
海
に
よ
っ
て
本
格
的
な
先
鞭
を
つ

け
ら
れ
た
日
本
の
本
格
的
な
悉
曇
受
容
は
、
字
形
と
発
音
と
の
密
接
不
可

分
な
関
係
性
を
必
須
要
素
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

イ
ン
ド
の
文
字
の
悉
曇
は
仏
教
の
守
護
神
・
梵
天
王
の
作
品
だ
と
い
う

俗
説
が
あ
る
（
玄
葵
「
大
唐
西
域
記
』
）
。
し
か
し
、
空
海
は
そ
の
よ
う
な

俗
説
に
全
面
的
に
は
依
拠
せ
ず
、
悉
曇
を
「
自
然
道
理
の
所
作
」
で
あ
る

と
す
る
「
大
毘
盧
遮
那
成
仏
神
変
如
持
経
（
大
日
経
こ
の
説
に
従
う
。

諸
仏
如
来
、
以
二
仏
眼
一
、
観
二
察
此
法
然
之
文
字
一
・
即
如
レ
実
而
説

し
之
利
二
益
衆
生
一
・
梵
王
等
、
伝
受
転
教
二
衆
生
一
・
世
人
但
知
二
彼

字相一・雛二日用一、而未三曽解二其字義一・如未説二彼実義一、

而
用
レ
之
則
世
間
之
文
字
也
、
若
解
二
実
義
一
則
出
世
間
之
陀
羅
尼
之

文
字
也
。
所
し
謂
陀
羅
尼
者
、
梵
語
也
。
唐
翻
云
二
総
持
一
・
総
者
総

摂
、
持
者
任
持
。
言
、
於
二
一
字
中
一
摂
二
蔵
元
量
教
文
一
、
於
二
一

法
中
一
摂
二
蔵
一
切
法
一
、
於
二
一
義
中
一
摂
二
蔵
一
切
義
一
、
渕
訓
引
詞

（砲）

中
一
摂
二
蔵
元
量
功
徳
一
・
故
名
二
元
尽
蔵
一
・
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<ほとけ〉の言葉は伝わるか

［
梵
字
悉
曇
字
母
井
釈
義
］

て
ん
げ
ん

諸
仏
・
如
来
は
超
人
的
能
力
た
る
天
眼
力
に
よ
り
「
法
然
の
文
字
」
た

、

、

、

、

、

、

、

る
悉
曇
に
内
包
さ
れ
た
真
理
を
見
出
し
、
そ
れ
を
説
く
こ
と
で
衆
生
を
利

益
し
た
。
一
方
、
梵
天
王
ら
は
諸
仏
・
如
来
か
ら
伝
え
ら
れ
た
文
字
を
衆

、

、

、

、

生
に
伝
え
た
が
、
世
俗
の
も
の
た
ち
は
そ
の
字
形
の
み
を
受
容
し
た
ｌ

空
海
は
諸
仏
・
如
来
か
ら
衆
生
に
対
す
る
悉
曇
受
容
の
ル
ー
ト
を
複
数
設

定
す
る
こ
と
で
『
大
日
経
』
と
俗
説
と
の
整
合
性
を
図
る
。
そ
の
上
で
、

諸
仏
・
如
来
に
よ
っ
て
真
理
を
見
出
さ
れ
た
梵
字
を
「
出
世
間
の
陀
羅
尼
」
、

梵
天
王
ら
を
通
じ
て
字
形
の
み
が
受
容
さ
れ
た
梵
字
を
「
世
間
の
文
字
」

と
規
定
す
る
。
両
者
は
本
来
、
「
自
然
道
理
の
所
作
」
た
る
「
法
然
の
文

字
」
の
有
す
る
二
つ
の
側
面
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
た
め
、
く
ほ
と
け
〉
の

言
葉
に
端
を
発
す
る
同
一
の
悉
曇
が
無
限
の
真
理
や
功
徳
を
も
れ
な
く
含

有
す
る
仏
教
的
小
宇
宙
と
な
る
か
、
は
た
ま
た
単
な
る
意
思
疎
通
手
段
の

一
部
品
と
な
る
か
は
、
ひ
と
え
に
そ
の
悉
曇
を
受
容
す
る
者
の
資
質
・
能

力
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
と
く
に
発
音
面
に
つ
い
て
は
、
然
る
べ
き
発

音
・
発
声
に
よ
っ
て
無
限
の
功
徳
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
さ
れ
て
お
り
（
傍

線
部
）
、
こ
こ
に
空
海
が
悉
曇
受
容
を
重
視
す
る
理
由
を
看
取
で
き
よ
う
。

空
海
に
よ
っ
て
強
調
さ
れ
た
発
音
・
発
声
に
関
す
る
課
題
は
、
彼
と
と

も
に
渡
唐
し
た
最
澄
（
七
六
七
～
八
一
三
）
に
お
い
て
も
共
有
さ
れ
た
。

ぜ
ん
む
い

空
海
に
先
だ
っ
て
帰
国
し
た
最
澄
は
、
『
大
日
経
」
を
漢
訳
し
た
善
無
畏

門
流
の
密
教
僧
順
暁
（
生
没
年
不
詳
）
か
ら
の
密
教
受
法
に
よ
り
、
帰
国

直
後
の
延
暦
二
四
年
（
八
○
五
）
九
月
、
高
雄
山
寺
（
現
、
神
護
寺
）
に

三
「
義
転
」
と
「
訓
転
」
を
め
ぐ
っ
て

ｌ
翻
訳
と
い
う
観
点
か
ら
み
た
三
一
権
実
論
争
１
１

ご
ん
ぞ
う
し
ゆ
え
ん

お
い
て
桓
武
天
皇
（
の
名
代
で
あ
る
勤
操
・
修
円
の
二
名
）
を
対
象
に
日

本
初
の
結
縁
灌
頂
を
実
施
す
る
。
翌
年
、
空
海
の
帰
国
に
よ
っ
て
自
身
の

密
教
教
学
の
不
十
分
さ
を
自
覚
し
た
最
澄
は
、
以
降
弘
仁
七
年
（
八
一
六
）

に
至
る
ま
で
空
海
へ
の
積
極
的
な
接
触
を
試
み
る
と
と
も
に
、
空
海
が
唐

よ
り
将
来
し
た
密
教
教
論
の
借
覧
・
書
写
に
努
め
る
こ
と
と
な
る
。

空
海
と
は
対
照
的
に
、
悉
曇
は
も
と
よ
り
中
国
語
に
も
疎
い
最
澄
で
は

あ
っ
た
も
の
の
、
「
夫
れ
一
乗
・
二
乗
は
西
の
か
た
中
天
に
基
づ
き
、
梵

字
・
漢
字
は
東
の
か
た
大
夏
を
隔
つ
。
方
音
弁
じ
難
け
れ
ば
、
訳
を
重
ぬ

る
こ
と
絶
へ
ず
。
邪
正
混
雑
し
て
、
是
非
正
し
難
し
」
（
「
照
権
実
論
乞
と
、

中
天
（
イ
ン
ド
）
・
大
夏
（
中
国
）
各
々
の
「
方
音
」
つ
ま
り
地
域
毎
の

言
語
の
相
違
に
起
因
す
る
仏
教
教
義
の
正
邪
の
混
乱
に
着
目
し
て
い
る
点

で
、
最
澄
の
言
語
観
は
渡
天
僧
の
玄
葵
・
義
浄
と
類
似
し
た
構
造
を
示
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
方
音
（
方
言
）
」
と
い
う
熟
語
こ
そ
、
く
ほ
と
け
〉

の
言
葉
に
対
す
る
最
澄
の
認
識
を
示
す
キ
ー
ワ
ー
ド
と
規
定
で
き
る
。

最
澄
は
弘
仁
八
年
（
八
一
七
）
か
ら
同
一
二
年
（
八
一
二
）
に
わ
た
り
、

天
台
宗
の
根
本
経
典
で
あ
る
『
法
華
経
」
お
よ
び
そ
こ
に
説
か
れ
る
一
乗

思
想
を
権
教
と
実
教
の
い
ず
れ
と
み
な
す
か
と
い
う
点
を
巡
り
、
の
ち
に

「
三
一
権
実
論
争
」
と
称
さ
れ
る
論
争
を
陸
奥
・
会
津
在
住
の
法
相
宗
僧

徳
一
（
生
没
年
不
詳
）
と
の
間
に
繰
り
広
げ
た
。
い
ま
、
こ
の
論
争
の
経
緯
．

成
果
に
つ
い
て
詳
述
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
く
ほ
と
け
〉
の
言
葉
の
解
釈

に
関
わ
る
ひ
と
つ
の
興
味
深
い
ト
ピ
ッ
ク
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

徳
一
は
自
著
「
中
辺
義
章
』
に
て
、
『
法
華
経
』
を
は
じ
め
と
す
る
漢

訳
経
典
に
お
い
て
釈
尊
に
よ
る
自
説
の
開
陳
箇
所
を
示
す
常
套
句
「
如
是

あ
な
ん
だ

我
聞
（
こ
の
よ
う
に
私
ｌ
釈
尊
の
傍
ら
に
侍
る
仏
弟
子
・
阿
難
陀
は
聞

い
た
、
の
意
）
」
に
対
し
、
「
日
本
方
言
」
す
な
わ
ち
和
語
を
用
い
て
①
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コ

レ

ワ

ガ

キ

キ

シ

ガ

ゴ

ト

シ

カ

ク

ノ

ゴ

ト

ク

ワ

ガ

モ

ト

ー

許
礼
阿
何
伎
伎
之
何
其
都
之
（
警
瞼
）
②
伽
久
乃
其
都
久
阿
加
毛
都
爾

キ

ケ

カ

ク

ノ

ゴ

ト

ク

キ

ケ

ワ

ガ

キ

キ

・

ン

ト

コ

ロ

ヲ

カ

ク

ノ

伎
計
加
久
乃
其
都
久
伎
計
阿
何
伎
伎
之
都
許
呂
乎
（
教
諒
）
③
可
久
乃

ゴ

ト

ク

ゾ

ワ

ガ

キ

キ

シ

カ

ク

ノ

ゴ

ト

シ

ゾ

ワ

ガ

キ

キ

シ

ト

其
都
久
曽
阿
可
伎
伎
之
（
問
答
）
④
可
久
乃
其
都
之
曽
阿
何
伎
伎
之
都

．

ロ

ゾ

カ
ク
ノ
ゴ
ト
キ
ヲ
バ
ワ
レ
キ
キ
（
旧
）

許
呂
曽
（
許
可
）
⑤
可
久
乃
其
都
伎
乎
波
阿
礼
伎
伎
（
信
可
審
定
）
と

い
う
五
種
の
訳
し
分
け
を
す
べ
き
、
と
述
べ
る
。

、

、

、

こ
の
解
釈
は
徳
一
の
完
全
な
独
創
で
は
な
く
、
如
是
我
聞
を
警
瞼
・
教

誼
・
問
答
・
許
可
の
「
四
義
」
に
解
釈
で
き
る
と
す
る
イ
ン
ド
由
来
の
論

書
、
玄
葵
訳
『
仏
地
経
論
』
の
説
に
依
拠
し
て
お
り
、
最
後
の
「
信
可
審
定
」

の
み
が
徳
一
に
よ
っ
て
新
た
に
付
加
さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
な
る
。
そ
れ

に
対
し
、
最
澄
は
『
守
護
国
界
章
』
中
の
中
に
「
誇
法
者
偽
訳
の
如
是
を

弾
ず
る
章
第
十
二
」
と
い
う
項
目
を
立
て
、
徳
一
を
批
判
す
る
。

先
述
の
よ
う
に
、
最
澄
の
言
語
観
は
玄
奨
・
義
浄
の
そ
れ
と
類
似
し
て

お
り
、
徳
一
に
対
す
る
批
判
も
仏
教
東
漸
に
伴
う
〈
謬
〉
〈
誰
〉
の
拡
大

と
い
う
観
点
か
ら
行
わ
れ
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

最
澄
に
よ
る
と
、
経
文
の
各
段
落
冒
頭
に
配
さ
れ
る
「
如
是
我
聞
」
を

文
脈
に
応
じ
て
解
釈
す
る
と
い
う
行
為
は
「
天
竺
方
言
」
す
な
わ
ち
梵
文

経
典
の
段
階
で
既
に
不
可
能
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
イ
ン
ド
の
諸
師
が

不
適
切
な
意
訳
を
展
開
し
た
結
果
、
却
っ
て
語
義
・
発
音
双
方
に
お
け
る

多
く
の
〈
謬
〉
（
誰
〉
が
多
発
し
た
と
い
う
。
〈
謬
〉
〈
誰
〉
を
潜
在
さ
せ

た
梵
語
経
典
は
中
国
に
将
来
さ
れ
、
長
期
に
わ
た
っ
て
度
重
な
る
翻
訳
事

業
を
伴
っ
て
普
及
し
た
結
果
、
同
一
経
典
に
お
い
て
多
数
の
異
訳
が
発
生

し
〈
謬
〉
〈
証
〉
の
振
幅
は
さ
ら
に
拡
大
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
来
の

仏
意
か
ら
大
き
く
乖
離
し
た
漢
訳
経
典
本
文
に
対
し
、
和
語
を
用
い
た
五

通
り
の
意
訳
を
行
う
徳
一
の
経
文
解
釈
は
、
〈
方
言
〉
へ
の
翻
訳
と
い
う

根
本
的
に
誤
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
、
釈
迦
滅
後
の
天
竺
以
来
発
生
し

続
け
た
く
謬
〉
〈
誰
〉
の
振
幅
の
さ
ら
な
る
拡
大
を
助
長
し
後
進
の
徒
を

欺
く
行
為
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
最
澄
に
よ
る
徳
一
説
批
判
の
概
要
だ
。

玄
葵
・
義
浄
が
漢
訳
の
段
階
に
お
い
て
発
生
す
る
〈
謬
〉
〈
誰
〉
に
の

み
言
及
す
る
の
に
対
し
、
最
澄
は
漢
訳
に
至
る
前
段
階
、
つ
ま
り
イ
ン
ド

に
お
け
る
仏
教
思
想
展
開
（
あ
る
い
は
言
語
・
文
法
・
音
韻
の
変
化
）
の

過
程
で
発
生
す
る
〈
謬
〉
〈
誰
〉
を
も
問
題
視
し
て
お
り
、
先
の
二
名
と

比
較
す
る
と
〈
原
理
主
義
〉
的
性
格
が
よ
り
強
い
と
い
う
評
価
も
あ
り
得

よ
う
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
右
に
確
認
し
た
徳
一
批
判
の
論
拠
に
相
当
す

る
の
が
、
以
下
に
引
用
す
る
よ
う
な
最
澄
の
言
語
認
識
で
あ
ろ
う
。

如
是
両
字
、
総
句
翻
訳
、
但
存
二
本
音
一
、
更
無
二
余
反
一
・
乃
有
二
鰯

食
一
（
徳
一
を
指
す
》
冨
樫
補
記
）
、
迷
二
天
竺
義
転
一
、
翻
二
日
本
五

（Ｍ）
土日一○

［守護国界章・中］

こ
こ
で
は
、
経
典
の
語
句
が
語
義
（
言
辞
）
と
発
音
（
言
音
）
と
い
う

不
可
分
の
構
成
要
素
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
前
提
の
下
、
本
来
の

発
音
に
拠
る
こ
と
な
く
し
て
経
論
中
に
こ
め
ら
れ
た
釈
迦
の
真
意
を
理

解
・
体
得
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
発
想
に
基
づ
き
、
「
仏
地

経
論
』
に
示
さ
れ
た
「
義
転
」
の
意
味
に
惑
わ
さ
れ
て
和
語
に
よ
る
五
通

り
の
「
翻
訳
」
を
行
っ
た
徳
一
の
行
為
が
批
判
さ
れ
る
。

「
如
是
」
と
い
う
語
を
解
釈
す
る
に
は
①
も
と
の
語
の
発
音
を
改
め
ず
、

さ
ま
ざ
ま
な
語
義
を
包
括
す
る
「
義
転
」
②
も
と
の
語
の
発
音
を
改
め
、

各
々
個
別
の
語
義
に
訳
し
分
け
る
「
訓
転
」
の
二
通
り
が
あ
る
。
徳
一
は
『
中

辺
義
章
』
で
「
仏
地
経
論
」
の
「
四
義
」
概
念
に
即
し
、
二
通
り
の
解
釈

の
う
ち
「
義
転
」
に
基
づ
い
て
「
如
是
」
を
五
通
り
に
訳
し
分
け
た
と
い
う
。

し
か
し
、
彼
が
端
折
っ
た
部
分
を
含
め
て
『
仏
地
経
論
』
を
よ
く
読
む
と
、

「
如
是
我
聞
」
の
句
は
義
転
に
よ
っ
て
、
つ
ま
り
「
如
是
我
聞
」
と
い
う

-５８-



<ほとけ〉の言葉は伝わるか

お
の

句
（
Ⅱ
発
音
）
自
体
は
改
変
せ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お
け
る
「
己
が
聞

く
こ
と
」
と
し
て
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
と
説
か
れ
て
お
り
、
徳
一
は
大
き

な
誤
解
を
犯
し
た
こ
と
に
な
る
。
彼
の
四
義
解
釈
は
「
如
是
我
聞
」
の
句

を
文
脈
毎
に
改
変
す
る
こ
と
で
生
じ
た
個
別
の
語
義
を
一
括
り
に
し
た
だ

け
で
あ
り
、
『
仏
地
経
論
』
の
い
う
義
転
と
は
似
て
も
似
つ
か
な
い
「
訓
転
」

に
相
当
す
る
ｌ
最
澄
は
こ
の
よ
う
に
批
判
を
加
え
た
の
ち
、
「
仏
地
経

論
』
の
別
の
箇
所
を
用
い
て
徳
一
に
鋭
く
切
り
返
す
。

驫
食
者
、
若
総
「
如
是
」
句
、
用
二
別
四
義
転
一
、
即
造
二
例
難
一
・
総
「
薄

伽
梵
」
、
応
し
用
二
六
義
転
一
・
若
言
下
此
存
二
梵
語
一
、
故
不
も
得
二
六

韓
一
、
「
如
是
」
之
言
、
豈
無
二
梵
語
一
・
是
故
「
仏
地
論
』
云
、
「
自

在
、
熾
然
与
二
端
厳
一
、
名
称
、
吉
祥
及
尊
貴
。
如
し
是
六
種
義
差
別
」
。

応し知。総名為二薄伽一・懸食者、依二六義一故、捨二総「薄伽」｜・

（旧）

日
本
方
言
、
応
し
転
二
六
音
一
・
此
已
不
し
爾
。
彼
何
応
し
爾
。

［
守
護
国
界
章
・
中
］

「
仏
地
経
論
』
に
よ
る
と
、
仏
陀
の
尊
称
を
意
味
す
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

ぱ
が
ぼ
ん

語
三
四
程
ぐ
晋
の
音
写
語
「
薄
伽
梵
」
に
は
自
在
・
熾
然
・
端
厳
・
名
称
・

吉
祥
・
尊
貴
と
い
う
六
種
類
の
異
な
る
語
義
が
存
在
す
る
と
い
う
。
し
か

し
、
薄
伽
梵
の
語
が
悉
曇
の
発
音
を
保
つ
単
語
で
あ
る
が
故
に
、
「
自
在
」

以
下
六
種
の
語
義
に
よ
る
「
薄
伽
梵
」
の
訓
転
が
不
可
能
だ
と
い
う
な
ら

ば
、
（
も
と
も
と
釈
尊
の
発
話
を
示
す
意
味
の
単
語
で
あ
る
が
故
に
）
悉
曇

に
淵
源
を
有
す
る
「
如
是
」
の
訓
転
も
ま
た
成
立
し
得
な
い
で
は
な
い
か
。

「
自
在
」
以
下
六
種
の
語
義
を
総
括
す
る
「
薄
伽
梵
」
の
語
を
「
日
本
方
言
」

に
よ
っ
て
訓
転
し
得
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
「
善
瞼
」
以
下
五
種
の
語
義
を
総

括
す
る
「
如
是
我
聞
」
の
語
も
ま
た
「
日
本
方
言
」
に
よ
っ
て
訓
転
で
き
ず
、

「
ニ
ョ
ゼ
ガ
モ
ン
」
と
音
調
す
る
ほ
か
あ
る
ま
い
ｌ
こ
の
よ
う
な
論
の
根

拠
が
、
先
に
示
し
た
「
総
句
の
翻
訳
、
但
だ
本
音
を
存
し
て
、
更
に
余
反

な
し
」
と
全
く
同
一
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
最
澄
の
言
語
観

念
は
各
地
域
固
有
の
「
方
音
」
「
方
言
」
の
徹
底
的
な
排
除
を
う
け
、
悉
曇

（
お
よ
び
悉
曇
由
来
の
漢
訳
語
）
が
本
質
的
に
有
す
る
、
発
音
と
（
多
種
多

様
な
）
語
義
と
の
不
可
分
の
関
係
を
担
保
せ
ん
と
す
る
意
識
の
も
と
に
構

築
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
言
語
観
念
が
、
無
限
の
功

徳
の
淵
源
と
な
る
悉
曇
の
発
音
・
発
生
を
重
視
す
る
空
海
の
言
語
観
念
に

影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
極
め
て
高
い
。

但
し
、
右
に
示
し
た
最
澄
の
主
張
に
は
致
命
的
な
欠
陥
が
存
在
す
る
。

、

、

、

、

、

、

、

最
澄
は
漢
訳
仏
典
が
不
可
避
的
に
内
包
す
る
、
重
訳
に
基
づ
い
た
「
邪
正

混
雑
」
「
是
非
難
正
」
の
存
在
を
ふ
ま
え
て
、
徳
一
の
和
語
に
よ
る
如
是

我
聞
の
訳
し
分
け
を
批
判
し
た
。
そ
の
一
方
、
そ
れ
ぞ
れ
位
相
の
異
な
る

、

、

、

、

、

重
訳
の
産
物
で
あ
る
悉
曇
の
漢
訳
語
「
如
是
我
聞
」
と
悉
曇
の
音
写
語
「
薄

ほ
ん
お
ん

伽
梵
」
と
の
双
方
を
拠
る
べ
き
「
本
音
」
と
し
て
同
質
視
す
る
こ
と
で
、

最
澄
の
批
判
は
論
理
的
矛
盾
を
抱
え
込
み
、
徳
一
へ
の
批
判
も
大
き
く
説

テ
ク
ス
Ｄ
卜

得
力
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
事
実
は
、
最
澄
が
「
〈
詞
〉
に
釈
迦
．

如
来
の
真
意
が
込
め
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
従
前
の
大
前
提
を
完
全
に
相

対
化
で
き
ず
、
自
ら
の
依
拠
す
る
経
典
群
を
無
意
識
裡
に
特
権
化
し
て
い

た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
書
簡
「
叡
山
の
澄
法
師
の
理
趣

釈
経
を
求
む
る
に
答
す
る
書
」
含
続
遍
照
発
揮
性
霊
集
補
閾
抄
』
巻
第
十
）

テ
ク
ス
０
卜

に
お
い
て
、
面
授
に
よ
る
師
子
相
承
を
経
ず
、
専
ら
経
論
Ⅱ
〈
詞
〉
の

借
覧
・
書
写
の
み
で
密
教
教
学
の
修
得
を
図
ろ
う
と
す
る
最
澄
（
も
し
く

え
ん
ち
よ
う

は
そ
の
高
弟
・
円
澄
）
に
対
し
、
空
海
が
「
以
心
伝
心
」
の
面
授
を
伴

わ
な
い
密
教
経
論
な
ど
「
糟
粕
・
瓦
礫
」
の
よ
う
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
と

断
じ
、
そ
の
姿
勢
を
厳
し
く
非
難
し
た
こ
と
と
も
密
接
に
関
わ
る
は
ず
だ
。

-５９-



特集・〈音〉を書く

く
ほ
と
け
〉
の
教
え
に
お
け
る
「
言
音
」
「
言
辞
」
の
不
可
分
性
を
先
鋭

テ
ク
ス
、
卜

化
す
る
な
ら
ば
、
最
終
的
に
は
〈
詞
〉
そ
の
も
の
、
す
な
わ
ち
漢
訳
仏

典
の
み
な
ら
ず
梵
語
仏
典
も
徹
底
的
な
相
対
化
へ
と
晒
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
そ
の
よ
う
な
言
語
論
的
追
究
が
日
本
に
お
い
て
完
全
に
可
能
と
な
る

に
は
、
唐
へ
の
留
学
と
共
に
空
海
同
様
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
か
ら
の
悉
曇
受
学

を
経
験
し
た
円
仁
（
七
九
四
～
八
六
四
）
円
珍
（
八
一
四
～
八
九
一
）
以

（旧）

降
の
諸
学
僧
た
ち
の
活
躍
を
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

空
海
・
最
澄
に
続
く
円
仁
・
円
珍
の
言
語
観
確
立
と
そ
れ
に
伴
う
世
界

観
拡
大
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
後
考
を
期
し
て
掴
筆
す
る
。

最
澄
に
と
っ
て
仏
教
発
祥
の
地
・
天
竺
と
は
、
中
国
に
も
前
例
の
な
い

大
乗
菩
薩
戒
の
正
当
性
を
主
張
す
る
上
で
も
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
ろ

う
。
そ
れ
ゆ
え
（
あ
る
い
は
人
並
み
以
上
に
）
イ
ン
ド
へ
強
い
眼
差
し
を

向
け
つ
つ
も
、
漢
訳
仏
典
の
み
に
依
拠
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
点
に
そ
の

時
代
的
限
界
が
窺
え
る
。

付
記
本
稿
は
、
平
成
二
四
～
二
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
若
手
研
究

Ｂ
・
課
題
番
号
二
四
七
二
○
○
三
四
・
課
題
名
「
日
本
古
代
に
お
け

る
戒
律
思
想
の
定
着
と
発
展
」
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

注
（
１
）
曾
根
正
人
「
平
安
初
期
南
都
仏
教
と
護
国
体
制
」
（
初
出
一
九
八
四

年
。
加
筆
の
上
、
『
古
代
仏
教
界
と
王
朝
社
会
』
収
録
。
二
○
○
○
年
、

吉川弘文館）

（
２
）
大
正
新
修
大
蔵
経
第
七
一
巻
、
一
三
頁
Ｃ
三
～
六
。

四
お
わ
り
に

（
３
）
同
右
、
二
頁
Ｂ
四
～
二
・

（
４
）
末
木
文
美
士
「
経
典
の
解
釈
と
選
択
ｌ
教
判
論
の
展
開
ｌ
」

（
『
日
本
仏
教
入
門
』
所
収
。
二
○
一
四
年
、
角
川
学
芸
出
版
）

（
５
）
拙
稿
「
毘
盧
遮
那
如
来
へ
の
〈
み
ち
〉
ｌ
空
海
の
言
語
観
を
め

ぐ
っ
て
ｌ
」
含
日
本
思
想
史
壼
四
五
、
二
○
一
三
年
）

（
６
）
田
久
保
周
誉
『
梵
字
悉
曇
」
（
一
九
八
一
年
、
平
河
出
版
社
）
、

頼
惟
勤
『
中
国
古
典
を
読
む
た
め
に
ｌ
中
国
語
学
史
講
義
ｌ
』

（
一
九
九
六
年
、
大
修
館
書
店
）
な
ど
。

（
７
）
馬
渕
和
夫
『
五
十
音
図
の
話
」
（
一
九
九
三
年
、
大
修
館
書
店
）
。

（
８
）
沼
本
克
明
屋
史
の
彼
方
に
隠
さ
れ
た
濁
点
の
源
流
を
探
る
Ｉ

附
・
半
濁
点
の
源
流
ｌ
」
（
二
○
一
三
年
、
汲
古
書
院
）

（
９
）
拙
稿
、
注
５
前
掲
論
文
。

（
岨
）
阿
部
龍
一
「
平
安
初
期
天
皇
の
政
権
交
代
と
灌
頂
儀
礼
」
（
サ
ム

エ
ル
．
Ｃ
・
モ
ー
ス
、
根
本
誠
二
編
『
奈
良
・
南
都
仏
教
の
伝
統
と

革
新
」
所
収
。
二
○
一
○
年
、
勉
誠
出
版
）

（
ｕ
）
密
教
文
化
研
究
所
弘
法
大
師
著
作
編
集
会
編
『
定
本
弘
法
大
師
全

集
第
五
巻
」
（
一
九
九
三
年
、
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
）

一○五、六頁。

（
ｕ
）
同
右
、
一
○
一
・
二
頁
。

（
昭
）
そ
れ
ぞ
れ
の
万
葉
仮
名
に
対
す
る
ル
ビ
は
、
『
伝
教
大
師
全
集

巻
三
（
一
九
二
六
年
、
比
叡
山
図
書
刊
行
所
）
本
文
頭
注
に
拠
る
。

（
Ⅲ
）
叡
山
学
院
編
『
伝
教
大
師
全
集
巻
二
」
（
注
田
、
前
掲
書
）

四二九頁。

（
咽
）
同
右
、
四
三
三
・
四
頁
。

（
略
）
新
川
登
亀
男
『
日
本
史
リ
ブ
レ
ッ
ト
９
漢
字
文
化
の
成
り
立
ち

と
展
開
』
（
二
○
○
二
年
、
山
川
出
版
社
）

-６０-


